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上

億
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を
計
上
 

　
本
市
の
平
成
十
六
年
度
当
初
予

算
は
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ

て
、
市
税
収
入
が
引
き
続
き
減
少

す
る
見
込
み
や
、
「
国
と
地
方
の

三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
影
響
な

ど
に
よ
り
、
大
幅
な
財
源
不
足
を

生
じ
て
い
ま
す
が
、
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
、
起
債
の
有
効
活
用

な
ど
で
財
源
を
補
い
、
い
か
に
最

小
の
経
費
で
最
大
の
事
業
効
果
を

も
た
ら
す
か
を
念
頭
に
置
い
て
編

成
し
ま
し
た
。 

　
時
代
の
変
化
に
よ
る
行
政
需
要

を
把
握
し
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の

対
応
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
、
的
確
な
事
業
選
択
を
行

っ
て
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
諸

施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。 

　
総
予
算
は
四
百
九
十
九
億
四
千

百
十
一
万
円
で
、
内
訳
で
は
、
一

般
会
計
は
二
百
十
二
億
四
千
万
円
、

特
別
会
計
は
百
七
十
六
億
千
五
百

六
十
三
万
円
、
企
業
会
計
は
百
十

億
八
千
五
百
四
十
八
万
千
円
で
す
。 

　
前
年
度
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、

総
予
算
で
１.３
％
の
減
、
一
般
会
計

で
０.４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
総
額
で
約
４９９
億
円
を
計
上
 

平成16年度当初予算（歳出）の会計別内訳と前年度比較 

50億2,738万円 

33億6,038万円 

32億1,150万円 

32億   500万円 

24億2,117万円 

19億9,263万円 

20億2,194万円 

212億4,000万円 

107万円 

36億7,177万円 

2,242万円 

53億1,632万円 

8,064万円 

55億8,225万円 

26億9,756万円 

2億4,360万円 

176億1,563万円 

84億   418万円 

26億8,130万円 

110億8,548万円 

499億4,111万円 

51億3,654万円 

41億4,439万円 

21億6,927万円 

29億2,601万円 

21億2,517万円 

23億1,555万円 

25億1,107万円 

213億2,800万円 

108万円 

38億3,940万円 

2,192万円 

50億5,895万円 

8,563万円 

57億9,765万円 

24億2,323万円 

6,686万円 

172億9,472万円 

91億4,781万円 

28億2,273万円 

119億7,054万円 

505億9,326万円 

△  2.1％ 

△18.9％ 

48.0％ 

9.5％ 

13.9％ 

△13.9％ 

△19.5％ 

△  0.4％ 

△  0.4％ 

△  4.4％ 

2.3％ 

5.1％ 

△  5.8％ 

△  3.7％ 

11.3％ 

264.4％ 

1.9％ 

△  8.1％ 

△  5.0％ 

△  7.4％ 

△  1.3％ 

平成16年度当初 会　　　計　　　名 平成15年度当初 前年度比 

民 生 費  

土 木 費  

公 債 費  

教 育 費  

衛 生 費  

総 務 費  

そ の 他  

計 

曽木地区市有林管理 

下 水 道 事 業  

交 通 災 害 共 済  

国 民 健 康 保 険  

自動車駐車場事業  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

農業集落排水事業  

計 

病 院 事 業  

水 道 事 業  

計 

合　　　　　計 

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

企
業
会
計 

市税負担額 使われる一般会計予算 

市民税（個人分）　28,601円 固定資産税　50,733円 民生費　78,216円 
土木費 
52,280円 

都市計画税　8,249円 
たばこ税 
4,980円 

公債費 
49,964円 

教育費 
49,863円 

軽自動車税　1,502円 
入湯税 
29円 

衛生費 
37,668円 

総務費 
31,001円 

平
成
十
六
年
度
予
算
 

 



広報 

市税（30.6％） 
65億141万円 

繰入金（10.5％） 
22億2,174万円   

使用料および手数料（1.7％）　3億6,543万円 
諸収入（1.7％）　3億6,297万円 
分担金および負担金（1.6％）　3億3,341万円 
繰越金（1.4％）　3億円 
その他（0.4％）　8,319万円 

その他（2.6％）　5億5,600万円 

地方交付税（19.9％） 
42億2,000万円 

 

市債（12.9％） 
27億4,100万円 

 

国庫支出金（7.2％） 
15億2,353万円 

 

県支出金（5.0％） 
10億7,232万円 

 

地方消費税交付金（2.8％）　6億   600万円 
 

地方譲与税（1.7％）　3億5,300万円 
 

依存財源 
110億7,185万円 
52.1％ 

自主財源 
101億6,815万円 
47.9％ 

〈自主財源と依存財源〉 
　自らの権限で収入し得る財源を「自主財源」といい、 
国を経由する財源で、自治体の裁量が制限される財源を 
「依存財源」といいます。 
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平成16年度一般会計予算  歳入の内訳 

一般会計予算 ： 総額212億4,000万円 

市税負担額 使われる一般会計予算 

市民税（個人分）　28,601円 固定資産税　50,733円 民生費　78,216円 
土木費 
52,280円 

都市計画税　8,249円 
たばこ税 
4,980円 

公債費 
49,964円 

教育費 
49,863円 

軽自動車税　1,502円 
入湯税 
29円 

衛生費 
37,668円 

総務費 
31,001円 

市税負担額 使われる一般会計予算 

合計　101,148円 

市民税（個人分）　28,601円 固定資産税　50,733円 民生費　78,216円 
土木費 
52,280円 

都市計画税　8,249円 
たばこ税 
4,980円 

公債費 
49,964円 

教育費 
49,863円 

軽自動車税　1,502円 
入湯税 
29円 

衛生費 
37,668円 

総務費 
31,001円 

その他　31,458円 7,054円 その他 

330,450円 合計 
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地
籍
調
査
事
業 

１
億
２，
６
４
０
万
円 

「（
仮
称
）
ク
ア
ハ
ウ
ス
曽
木
」
建
設
事
業 

３
億
６，
５
０
０
万
円 

バ
ス
路
線
整
備
事
業 

 

２，
９
０
５
万
円 

地
域
情
報
化
事
業 

２，
６
８
０
万
円 

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
講
習
推
進
事
業 

８
５
０
万
円 

公
園
整
備
事
業 

１
億
１，
７
０
０
万
円 
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平
成
十
四
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
引
き
続
い
て
市
街
地
を
中

心
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
き
、
日
本
の
国
土
を
正
確
に

記
録
す
る
た
め
に
行
う
土
地
の
基

礎
調
査
で
、
公
共
事
業
の
円
滑
化
、

所
有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
課

税
の
適
正
化
、
災
害
復
旧
な
ど
の

事
業
に
活
用
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
の
基
礎

デ
ー
タ
に
も
な
り
ま
す
。 

   

　
か
つ
て
な
い
少
子
・
高
齢
社
会

を
迎
え
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

ゆ
と
り
の
あ
る
福
祉
社
会
の
実
現

が
重
要
な
課
題
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
健
康
増
進
施
設
整
備

と
し
て
、
曽
木
温
泉
を
活
用
し
た

健
康
増
進
施
設
「（
仮
称
）
ク
ア

ハ
ウ
ス
曽
木
」
の
建
設
に
向
け
て
、

造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。 

 

                

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
バ
ス
交
通
の

構
築
を
目
指
し
、
十
月
一
日
か
ら

福
祉
バ
ス
と
自
主
運
行
バ
ス
を
一

本
化
し
ま
す
。 

   

　
土
岐
市
テ
レ
ト
ピ
ア
計
画
に
基

づ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
順

次
、
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

や
、
地
域
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
健
康
づ
く
り
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
技
術
を

最
大
限
に
活
用
し
、
二
十
四
時
間

ど
こ
か
ら
で
も
健
康
・
医
療
に
関

わ
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。 

   

　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
の
二
階
に
整

備
し
た
「
市
民
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
・

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
」
で
、
Ｉ
Ｔ
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習
時
間

以
外
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放

し
ま
す
。 

             

　
土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
内
に
、
学
園
都
市
中
央
公
園

を
整
備
す
る
ほ
か
、
榎
公
園
（
泉

町
）
を
再
整
備
し
て
、
う
る
お
い

の
あ
る
市
民
生
活
を
目
指
し
ま
す
。 

交流大地・土岐の 
形成を支える 
都市基盤づくり 

そ の 1

「（仮称）クアハウス曽木」イメージ図 

市民ＩＴセンター・パソコンルーム 

今
年
度
は
こ
ん
な
街
づ
く
り
を
し
ま
す 

 

（
五
本
の
柱
に
沿
っ
た
主
な
事
業
概
要
） 



１．市域全体を対象とする整備・開発および保全の方針の
明確化 

　土地利用対策 …………………………………1億3,290万円 
　〈地籍調査事業、土地利用計画事業〉 
２．多様な性格を有する拠点づくりの推進 
　土岐市駅周辺地区の整備 …………………………497万円 
　〈都市基盤整備事業〉 
　健康増進施設拠点の整備 ……………………3億6,500万円 
　〈健康増進施設整備事業〉 
３．総合交通体系と情報通信基盤の整備 
　道路網の整備 …………………………………2億   588万円 
　〈橋梁維持事業、橋梁改良事業、道路改良事業＞ 
　公共交通の整備 …………………………………2,905万円 
　〈バス路線整備事業〉 
　情報通信基盤の整備 ……………………………3,530万円 
　〈地域情報化事業〉 
４．公園・緑地の体系的な整備 
　公園・緑地の体系的な整備 …………………1億5,594万円 
　〈公園整備事業、織部の里整備事業など〉 
５．供給処理施設の整備 
　上水道の整備 …………………………………5億3,212万円 
　〈上水道事業〉 
　下水道の整備 ………………………………14億7,510万円 
　〈下水道事業、農業集落排水事業〉 

１．快適な居住空間の実現 
　公的住宅の質的向上 ……………………………2,436万円 
　〈市営住宅補修・改良事業〉 
２．環境衛生の向上と賢い消費者の育成 
　リサイクル活動の支援 …………………………3,177万円 
　〈リサイクル推進事業〉 
３．環境にやさしい安全なまちづくりの推進 
　防災体制の確立 …………………………………3,051万円 
　〈防災・地震対策事業〉 
　環境対策の強化 ………………………………1億8,547万円 
　〈衛生対策事業、環境対策事業〉 
　消防・救急体制の整備・強化 …………………9,429万円 
　〈消防施設整備事業〉 
　交通安全施設の整備 ……………………………1,556万円 
　〈交通安全施設整備事業〉 
４．環境共生型のシステムとデザインの構築 
　豊かな自然と共生する新たな拠点づくり ……1,059万円 
　〈花の都運動推進事業〉 

広報 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業 

３，
１
７
７
万
円 

防
災
・
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震
対
策
事
業 

３，
０
５
１
万
円 

消
防
施
設
整
備
事
業 

９，
４
２
９
万
円 

今
年
度
は
こ
ん
な
街
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く
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 今
年
度
は
こ
ん
な
街
づ
く
り
を
し
ま
す 

 

   

　
本
市
で
は
、
早
く
か
ら
市
民
の

意
識
改
革
を
通
し
て
、
資
源
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
市
民

参
加
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
球
環
境
の

保
全
を
視
野
に
入
れ
て
、
全
市
に

お
い
て
円
滑
な
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
推
進
し
ま
す
。 
  

   

　
昨
年
度
に
、
本
市
も
東
南
海
・

南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に

指
定
さ
れ
、
防
災
対
策
の
拡
充
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
初
期
消
火
・
救
助

用
の
資
機
材
を
さ
ら
に
拡
充
整
備

す
る
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
費
補
助
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工

事
費
に
対
す
る
一
定
の
補
助
を
行

い
、
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
り
ま
す
。 

   

　
市
民
生
活
や
、
ま
ち
の
安
全
性

の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
防
火

施
設
の
整
備
が
重
要
で
す
。 

　
防
火
水
槽
の
整
備
を
は
じ
め
と

し
て
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団

員
の
集
ま
れ
る
中
核
拠
点
施
設
を
、

駄
知
地
区
に
建
設
し
ま
す
。 
人と地球にやさしく、ゆとり・ 
うるおいを享受できる 
快適で安全な都市空間づくり 

そ の 2

「学園都市中央公園」完成予想図 
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農
業
育
成
事
業 

２，
３
２
５
万
円 

美
濃
焼
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業 

２，
９
０
６
万
円 

生
涯
学
習
基
盤
事
業
と
推
進
事
業 

２，
９
５
７
万
円 

小
学
校
改
築
事
業 

１１
億
８，
３
０
４
万
円 

学
校
内
適
応
教
室
相
談
員
設
置
事
業 

１
９
９
万
円 

国
際
交
流
事
業 

２
０
０
万
円 

ふ
る
さ
と
創
生
事
業 

１
億
５，
８
１
９
万
円 

老
人
福
祉
事
業 

１１
億
４，
３
０
４
万
円 

次代を支える 
人と環境と 
新しい風土づくり 

そ の 4

豊かな新時代の 
創造に寄与する 
産業づくり 

そ の 3

泉小学校イメージ図 

イタリア庭園完成予想図 

　
次
世
代
の
陶
業
界
の
担
い
手
に

伝
統
技
法
を
伝
承
す
る
施
設
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
体
験
型
観
光
施

設
と
し
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
「（
仮
称
）
と
っ
く

り
村
」（
下
石
町
）
の
整
備
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
美
濃
焼
の
魅
力
を
県
内

外
に
情
報
発
信
す
る
た
め
、
テ
ー

ブ
ル
ウ
ェ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美

濃
焼
出
展
支
援
、
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
美
濃

焼
出
展
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

   

　
都
市
近
郊
型
農
業
の
発
展
を
目

指
し
、
生
産
性
の
高
い
水
田
農
業

の
確
立
と
、
健
全
な
農
業
経
営
を

実
現
す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
利
用
な
ど
を

通
じ
て
、「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
街

づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。 

               

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
常
に
自
発

的
な
学
習
に
努
め
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め

に
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
特
色
あ
る
公
民
館
の
整
備
・

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
鶴
里
・
曽
木
両
公

民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
公
民
館
を
目

指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
乳
幼
児
の
親
に
対
し
て

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
の
基
礎

的
な
資
質
や
能
力
を
培
う
上
で
重

要
な
役
割
を
担
う
家
庭
教
育
支
援

を
図
る
た
め
、「
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
配
置
、
子
育
て
支
援
の

た
め
の
交
流
事
業
な
ど
、
子
育
て

支
援
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業

を
推
進
し
ま
す
。 

   

　
泉
小
学
校
の
校
舎
と
プ
ー
ル
の

改
築
を
行
い
ま
す
（
校
舎
は
二
カ

年
継
続
事
業
）。 

          

   

　
不
登
校
対
策
の
一
環
と
し
て
、

モ
デ
ル
校
一
校
を
指
定
し
、
学
校

へ
登
校
で
き
な
か
っ
た
児
童
・
生

徒
が
一
歩
を
踏
み
出
し
、
登
校
し

た
と
き
の
適
応
指
導
の
た
め
、
学

校
内
に
適
応
教
室
を
設
置
し
、
相

談
員
を
配
置
し
ま
す
。 

   

　
今
年
度
は
、
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
市

と
国
際
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で

か
ら
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
市
と

の
共
同
作
業
で
、
セ
ラ
テ
ク
ノ
土

岐
内
に
イ
タ
リ
ア
庭
園
を
造
園
し

ま
す
。 

          

   

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
や
、
都
市

空
間
の
中
に
芸
術
の
香
り
を
広
め
、

日
常
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
芸

術
文
化
に
親
し
め
る
よ
う
、「
第

九
回
日
本
現
代
陶
彫
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
、「
土
岐

プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
」

内
な
ど
に
設
置
し
、
来
年
オ
ー
プ

ン
予
定
の
「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
」
を
訪
れ
る
県
内
外
の
皆
さ
ん

に
「
陶
彫
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
暮
雪
庵
」
の
移
築
完

成
披
露
を
兼
ね
て
、「
織
部
茶
会

と
元
屋
敷
園
遊
会
」
を
織
部
の
里

公
園
で
開
催
し
ま
す
。 

   

　
高
齢
者
の
生
活
自
立
を
目
標
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
高

齢
者
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
な
ど
の

各
種
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
老

人
保
健
施
設
「
ひ
ざ
し
」
の
増
床

計
画
を
支
援
し
ま
す
。 

　
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
社
会
的
弱
者
に
な
り
や
す
い

た
い
　ひ 



１．強靭で活力ある陶磁器産業の育成 
　陶磁器産業の体質強化 …………………………4,149万円 
　〈産業観光拠点づくり事業〉 
　美濃焼の魅力化・ＰＲ …………………………2,906万円 
　〈美濃焼ＰＲ推進事業〉 
２．消費喚起型の商業空間の形成と競争力のある商業・観
光産業の育成 

　商店街の活性化 …………………………………1,084万円 
　〈商店街活性化事業〉 
　観光産業の育成 …………………………………1,559万円 
　〈観光ＰＲ推進事業〉 
３．農業・林業の育成 
　農業の育成 ………………………………………2,525万円 
　〈農業育成事業、花の都運動推進事業〉 
　林業の育成 …………………………………………965万円 
　〈林業育成事業、造林保育事業〉 

１．地域にいきる人づくりの推進 
　生涯学習機能の強化 ……………………………2,957万円 
　〈生涯学習基盤事業、生涯学習推進事業〉 
　スポーツ振興基盤の充実 ………………………3,141万円 
　〈スポーツ振興事業〉 
　学校教育の充実 ……………………………13億2,272万円 
　〈教育指導事業、小学校整備事業など〉 
２．交流大地・土岐を体現できる土岐文化の醸成と国際化
への対応 

　文化、芸術活動の振興 ………………………2億4,765万円 
　〈ふるさと創生事業、文化プラザ自主事業など〉 
　国際交流の推進 ……………………………………200万円 
　〈国際交流事業〉 
３．保健・医療・福祉の連携による安心と生きがいのまち
づくりの推進 

　健康管理体制の充実 ……………………………7,083万円 
　〈健康診査事業〉 
　医療体制の充実 ………………………………1億1,862万円 
　〈病院施設整備事業〉 
　医療費の助成 ……………………………………9,462万円 
　〈福祉医療費助成事業〉 
　社会福祉の充実 ……………………………42億9,055万円 
　〈介護保険事業、身体障害者福祉事業など〉 
　児童福祉の充実 ………………………………7億5,961万円 
　〈保育所事業、児童手当事業、児童扶養手当事業など〉 

１．効率的・積極的な都市経営の推進 
　健全な施設運営 ……………………………………851万円 
　〈効率的施設運営事業〉 
２．市民と共に考える市政づくり 
　広報・広聴活動の推進 …………………………1,290万円 
　〈市制50周年記念事業、夢実現化事業など〉 
３．活力あるコミュニティの形成 
　コミュニティ活動の支援 ………………………1,955万円 
　〈コミュニティ支援事業〉 
４．行政の改革 
　効果的・効率的な行政運営 ……………………5,002万円 
　〈電算管理事業〉 
 
　　　  　〈緊急雇用対策事業、総合計画策定事業〉 ……2,340万円 

きょうじん 

広報 

市
制
五
十
周
年
記
念
事
業 

５
０
０
万
円 

行
政
の
改
革 

５，
０
０
２
万
円 

緊
急
雇
用
対
策
事
業 

１，
３
４
０
万
円 

総
合
計
画
策
定
事
業 

１，
０
０
０
万
円 

   

　
来
年
二
月
一
日
に
、
市
制
五
十

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
が

保
有
し
て
い
る
写
真
・
映
像
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
資
料
を
も
と
に
、
土
岐
市

の
歴
史
を
幅
広
く
紹
介
す
る
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
っ
て
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

   

　
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
の
た

め
、
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
Ｃ
Ｓ

化
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
時
代
に
あ

っ
た
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま

す
。 
 

          

　
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
、
児

童
・
生
徒
の
学
校
生
活
の
適
応
指

導
と
、
き
め
細
か
な
指
導
を
支
援

す
る
た
め
の
学
校
支
援
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
中
央
自
動
車
道
関

連
遺
跡
出
土
遺
物
整
理
事
業
を
行

い
ま
す
。 

   

　
平
成
十
七
年
度
で
、
目
標
年
度

が
終
了
す
る
「
第
四
次
総
合
計
画
」

に
続
い
て
、
平
成
十
八
年
度
を
基

準
年
と
す
る
「
第
五
次
総
合
計
画
」

の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
素
案

を
策
定
し
ま
す
。 

地域社会の連携に 
基づく共生型の 
都市づくり 

そ の 5

そ の 他 

方
々
の
人
権
を
守
る
た
め
、
成
年

後
見
人
制
度
の
広
報
活
動
な
ど
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
濃
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
」
に
委
託
し
ま
す
。 


